
＊東海大学ホームページより引用 http://www.pr.tokai.ac.jp 

本討論会の開催趣旨 

 日本原子力学会では、市民の方と学会員との対話の

場ともいうべき市民公開フォーラムを開催いたします。 

    ご関心のある方々にこのことをお伝えするとともに、参
加のご案内を申し上げます。 

  原子力は、その有益な利用が期待されていますが、近
年に不安を生じさせるいくつもの出来事が起き、エネル

ギーとしての利用に疑問を投げかける声も少なくありま

せん。原子力と社会との有機的な共生関係を築くには何

が必要かを根本から検討するために、学会内には社会・

環境部会を設立し、様々な活動を行っています。 

 そのひとつに、連鎖的に議論を広め、深めていくチェイ

ンディスカッションの活動があり、これまで１３回の討論会

を重ねてきましたが、社会との対話の重要性の認識のも

と、討論を公開の場で行い、市民の皆さまの生の声を聞く

機会とするよう、第１４回討論会を以下の要領で実施い

たします。 

 どうぞお気軽にご参加下さり、原子力に対する率直な

ご意見をお聞かせ下さい。 

  

 討論テーマ「原子力のコミュニケーションを広げていくた

めに」と題して、以下の講演者の方に、本テーマの趣旨に

沿った演題にてご講演をいただき、会場からの質疑と自

由討論を行います。 
 

  

 講演者 ： 

■東北大学                  北村 正晴  氏 

 「対話実践から学ぶもの」    

 

■電力中央研究所              中村 政雄  氏             

  「メディアの反省、原子力界の反省」 
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市民公開フォーラム 

（公開討論会）へのご案内 

開 催 日 ： 平成１７年３月３０日（水） 

開催時間： １３時～１５時３０分 

 日本原子力学会 社会・環境部会 

開催場所： 東海大学 湘南校舎 

           ６号館 ６B‐１０２教室 
     （日本原子力学会・春の年会・B会場） 
 

    

 ＊ 参加ご希望の方は当日会場にお越し下さい。 

一般参加自由（無料）！ 

企画 

 日本原子力学会・社会環境部会 

●小田急線 

（急行で新宿より約70分、小田原より約25分） 

東海大学前駅下車 徒歩約15分 

（新宿方面から乗車の場合は、相模大野駅より車両の切

り離しもあるので、進行方向前6両に乗車すること） 

 

バスで来られる方は鶴巻温泉駅下車 

①鶴巻温泉駅→東海大学行（真田神社前・北金目経由） 

 「東海大学」下車（会場に近い） 

 １時間に1～2回運行（約15分）片道220円 

②鶴巻温泉駅→秦野駅行（才ヶ分・下大槻団地経由） 

 「東海大学北門」下車 

 １時間に2～4回運行（約6分）片道170円 

 

●JR 東海道線 

平塚駅下車 東海大学行きバス（乗り場③または⑤）に

て東海大学下車（約40分）。または秦野駅行きバス（乗

り場②）にて東海大学正門前下車（約40分）徒歩約10分

（交通事情により時間がかかる場合があります） 

座長 ： 宮沢  龍雄  氏 
          環境ソシオシステムコンサルタント 

１６号館２階 
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